
 

『 教 育 プ ロ グ ラ ム 』  

 

２  医 療 人 教 育 の 基 本 的 内 容  

 

( ２ - １ )  ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 ・ 医 療 倫 理 教 育  

基 準 ２ － １ － １  

医 療 人 と し て の 薬 剤 師 と な る こ と を 自 覚 さ せ ， 共 感 的 態 度

及 び 人 と の 信 頼 関 係 を 醸 成 す る 態 度 を 身 に つ け さ せ ， さ ら に

そ れ ら を 生 涯 に わ た っ て 向 上 さ せ る た め の 教 育 が 体 系 的 か つ

効 果 的 に 行 わ れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ２ - １ - １ - １ 】  全 学 年 を 通 し て ， 医 療 人 と し て 生 命 に

関 わ る 薬 学 専 門 家 に 相 応 し い 行 動 を と

る た め に 必 要 な 知 識 ， 技 能 ， 及 び 態 度

を 身 に つ け る た め の 教 育 が 行 わ れ て い

る こ と 。  

 【 観 点  ２ - １ - １ - ２ 】  医 療 全 般 を 概 観 し ，薬 剤 師 の 倫 理 観 ，使

命 感 ，職 業 観 を 醸 成 す る 教 育 が 行 な わ れ

て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - １ - １ - ３ 】  医 療 人 と し て ，医 療 を 受 け る 者 ，他 の 医

療 提 供 者 の 心 理 ， 立 場 ， 環 境 を 理 解 し ，

相 互 の 信 頼 関 係 を 構 築 す る た め に 必 要

な 知 識 ，技 能 ，及 び 態 度 を 身 に つ け る た

め の 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - １ - １ - ４ 】  単 位 数 は ， ( 2 - 2 ) ～ ( 2 - 5 ) と 合 わ せ て ，卒

業 要 件 の １ ／ ５ 以 上 に 設 定 さ れ て い る

こ と が 望 ま し い 。  

 

［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 の 理 念 は 、「 医 療 人 と し て 慈 悲 の 心 を も っ た 、創 造

性 豊 か な 実 践 力 の あ る 薬 剤 師 を 育 成 す る 」 こ と に あ る 。 大 学 の

建 学 の 精 神 に は 「 仏 教 精 神 を 根 幹 と し て 学 識 、 品 性 と も に 優 れ

た 人 格 の 育 成 」 を 挙 げ て お り 、 こ の 建 学 の 精 神 は 薬 学 部 の 理 念

に も 反 映 さ れ て い る 。 こ の 目 的 達 成 の た め に 1 年 次 よ り 「 仏 教

概 説 1 、 2 」 が 必 修 科 目 と し て 設 定 さ れ て お り 、 仏 教 精 神 と と も

に 人 間 関 係 、 人 と 社 会 と の 関 係 を 大 局 的 に と ら え 、 健 全 に し て

品 性 の あ る 人 材 の 育 成 を 行 う と と も に 、 仏 教 が 医 薬 に 果 た し て

き た 役 割 を 歴 史 か ら 学 び 、 医 療 人 と し て の 心 を 養 う 。 3 年 次 で

は 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」 で 相 互 理 解 ・ 相 互 信 頼 を 育 む

た め の 対 人 対 応 力 の 養 成 を 行 い 、 4 年 次 の 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 1

（ 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 ）、 2 （ 死 生 学 ）」 で は 薬 学 に お い て 重 要

な 位 置 づ け で あ る「 い の ち 」に つ い て 学 際 的 に 思 考 で き る 能 力 、

薬 剤 師 と し て 人 間 の 生 死 に ど の よ う に か か わ っ て い く か 問 う テ

- 20 - 
 



 

ー マ に 真 摯 に 対 応 す る 姿 勢 、 医 療 人 と し て 倫 理 的 規 範 や 戦 争 、

貧 困 、 環 境 な ど の 社 会 的 問 題 に も 精 通 す る 学 際 的 視 野 を 養 う 。

ま た 、 4 年 次 の 「 ケ ア を 学 ぶ （ 看 護 学 ・ タ ー ミ ナ ル ケ ア ・ 医 療

心 理 学 ）」 で は 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 に お け る 看 護 学 と 薬 剤 師 の 役 割

と 連 携 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 医 療 人 と し て 、 医 療 を 受 け る 人

や 他 の 医 療 提 供 者 の 心 理 を 理 解 し 、 相 互 の 信 頼 関 係 を 構 築 す る

た め に 必 要 な 知 識 ・ 技 能 ・ 態 度 を 身 に つ け る 。 更 に 「 臨 床 調 剤

学 」 で は 「 フ ァ ー マ シ ュ ー テ ィ カ ル ケ ア 」「 チ ー ム 医 療 に お け る

自 己 の 能 力 や 責 任 範 囲 の 限 界 」「 求 め ら れ る 知 識 、 技 能 、 態 度 と

は 」 な ど の 課 題 に つ い て 、 討 議 、 発 表 を 含 め た P B L 形 式 の 授 業

に よ っ て 、 薬 剤 師 業 務 の 概 要 と 社 会 的 使 命 を 理 解 す る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ．「 仏 教 概 説 」「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」

「 ケ ア を 学 ぶ 」「 臨 床 調 剤 学 」 等 の 科 目 が 各 学 年 に 配 分 さ れ 、 全

学 年 を 通 し て「 生 命 に 対 す る 倫 理 観 」「薬 剤 師 の 社 会 的 位 置 づ け 」

「 医 療 チ ー ム と い う 組 織 人 と し て の 認 識 」 な ど 、 薬 剤 師 及 び 医

療 人 と し て の 倫 理 観 、 使 命 感 や ほ か の 医 療 従 事 者 、 患 者 の 立 場

を 理 解 す た め の 知 識 、 技 能 、 態 度 を 習 得 で き る よ う に 教 育 が 体

系 的 か つ 効 果 的 に 行 わ れ て い る 。  

 
2 ． こ れ ら の 授 業 科 目 及 び （ 2 - 2 ） ～ （ 2 - 5 ） に 関 す る 科 目 を 合 計

し た 単 位 数 は 4 2 単 位 と な り 、 卒 業 要 件 単 位 （ 2 2 7 ） の ほ ぼ 1 ／

5 以 上 を 満 た し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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( ２ - ２ )  教 養 教 育 ・ 語 学 教 育  

基 準 ２ － ２ － １  

 

見 識 あ る 人 間 と し て の 基 礎 を 築 く た め に ， 人 文 科 学 ， 社 会

科 学 及 び 自 然 科 学 な ど を 広 く 学 び ， 物 事 を 多 角 的 に み る 能 力

及 び 豊 か な 人 間 性 ・ 知 性 を 養 う た め の 教 育 が 体 系 的 か つ 効 果

的 に 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - １ - １ 】  薬 学 準 備 教 育 ガ イ ド ラ イ ン を 参 考 に す

る な ど ， 幅 広 い 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム が

提 供 さ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - １ - ２ 】  学 生 や 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 選 択 科 目

が 用 意 さ れ ， 時 間 割 編 成 に お け る 配 慮

が な さ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - １ - ３ 】  薬 学 領 域 の 学 習 と 関 連 付 け て 履 修 で き

る カ リ キ ュ ラ ム 編 成 が 行 わ れ て い る こ

と が 望 ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 の 教 養 教 育 は「 薬 学 準 備 教 育 ガ イ ド ラ イ ン 」を 参 考 に し 、

総 合 大 学 で あ る 本 学 の 特 徴 を 生 か し 、 幅 広 い 教 養 教 育 プ ロ グ ラ

ム が 提 供 さ れ て い る 。 ま た 、 学 生 や 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 選 択

科 目 が 用 意 さ れ 、 多 く の 選 択 科 目 が 履 修 で き る よ う に 時 間 割 編

成 が な さ れ て い る 。 ま た 、 専 門 領 域 の 履 修 に よ る 学 生 の 成 長 に

対 応 し た 編 成 が な さ れ て い る 。  

本 学 の 「 仏 教 精 神 に よ る 人 間 成 就 の 教 育 」 と い う 理 念 は 、 薬

剤 師 た る 前 に 「 人 間 で あ れ 」 と い う こ と で あ り 、 こ の 視 点 に 立

脚 し て 教 養 教 育 が 実 施 さ れ て い る 。 学 長 を 部 会 長 と す る 全 学 横

断 的 な 「 教 養 教 育 部 会 」 を 設 置 し て お り 、 本 学 の 教 養 教 育 の 理

念 を 、 時 代 の 変 化 と 社 会 の ニ ー ズ に 沿 っ て 継 続 的 に 本 学 学 部 教

育 の 改 革 に 反 映 ・ 推 進 し て い る 。  

本 学 で は 教 養 科 目 を 「 共 通 科 目 」 と 称 し 、「 建 学 科 目 」 「 健 康

体 育 科 目 」 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 科 目 」 「 セ ル フ デ ィ ベ ロ ッ プ

メ ン ト 科 目 」 「 ソ ー シ ャ ル ス タ デ ィ 科 目 」 の 5 分 野 か ら の 科 目

と 編 成 （ 表 1 - 1 - 1 ） か ら な り 、 人 間 性 の 涵 養 を 高 め 、 専 門 教 育

へ と 連 携 し て い る 。  

「 建 学 科 目 」 は 、 必 修 科 目 と し て 「 仏 教 概 説 1 、 2 」 を 1 年 次

に 開 講 し 、 本 学 の 建 学 の 精 神 で あ る 仏 教 精 神 を 学 び 、 仏 教 を 生

活 の 場 で 生 か す こ と を 目 的 に 、 ま た 医 療 人 と し て の 心 を 養 う 。  

「 健 康 体 育 科 目 」 は 、 1 年 次 必 修 、 2 年 次 選 択 と し て 、 知 識

注 入 型 の 学 習 と は 異 な る 体 験 学 習 を 通 じ て 、 心 身 の 健 康 に 関 す
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る 知 識 、 技 術 の 修 得 を 行 う 。  

「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 科 目 」 は 、 対 人 関 係 を 良 好 に し 保 持 す

る 力 （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 ） を 養 成 す る た め に 、「 外 国 語 」

（ 自 然 言 語 ）、「 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 」（ 人 工 言 語 ） 及 び 「 コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」（ 身 体 言 語 ）を 配 当 し て い る 。「 外 国 語 」は 、

1 年 次 か ら 5 年 次 ま で 英 語 （ 後 述 ） 、 2 年 次 か ら 3 年 次 ま で フ ラ ン

ス 語 と 中 国 語 を 開 講 し 、 国 際 感 覚 を 身 に つ け た 薬 剤 師 へ の 基 礎

を 作 る 。 「 コ ン ピ ュ ー タ 活 用 」 は 、 1 年 次 「 情 報 倫 理 ・ メ デ ィ

ア 表 現 」 「 統 計 基 礎 ・ 数 値 表 現 」 、 4 年 次 「 医 療 ・ 薬 学 情 報 検

索 」 「 医 療 統 計 学 ・ 生 物 学 的 検 定 法 」 な ど 、 薬 学 の 専 門 科 目 の

進 行 に 対 応 し た 編 成 で あ る 。「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」は 、

ま ず 社 会 人 と し て の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 を 図 り 、 3

年 次 に 配 当 す る こ と で 、 事 前 実 習 や 実 務 実 習 で 学 ぶ 医 療 従 事 者

や 患 者 等 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 礎 力 を 身 に つ け る 。  

「 セ ル フ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト 科 目 」 に は 、 多 面 的 な 理 解 力 と

総 合 的 な 洞 察 力 を 培 う 科 目 及 び 学 科 科 目 を 学 修 す る た め の 基 礎

的 知 識 を 学 ぶ 科 目 （ 学 科 基 礎 ） が 配 置 さ れ て い る 。 1 年 次 に 薬

学 部 開 講 と し て 「 法 学 」 「 社 会 学 」 「 文 学 」 「 心 理 学 」 「 環 境

心 理 学 」 「 人 間 生 活 工 学 」 を 配 置 し 、 幅 広 く 社 会 人 と し て の 教

養 を 身 に つ け る 。ま た 、総 合 大 学 で あ る 本 学 の 特 徴 と し て 、「 芸

術 」 「 メ デ ィ ア 」 「 経 済 」 「 政 治 」 「 歴 史 」 「 文 化 」 「 宗 教 」

「 思 想 」な ど 他 学 部 開 講 の 科 目 も 幅 広 く 選 択 で き る（ 表 2 - 2 - 1 - 1 ）。

一 方 、 学 科 基 礎 と し て 薬 学 専 門 領 域 と の 関 連 性 を 図 る た め に 、

1 年 次 に は 「 薬 学 物 理 学 」 「 薬 学 化 学 」 「 薬 学 生 物 学 」 「 薬 学

数 学 」 「 薬 学 統 計 学 」 を 開 講 し 、 薬 学 の 基 礎 科 目 を 強 化 し て い

る 。 2 年 次 に は 香 粧 薬 学 コ ー ス を 選 択 す る 学 生 の た め に 「 美 学 」

及 び 「 色 彩 学 」 を 開 講 し 、 4 年 次 に は 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」 及 び

「 ケ ア を 学 ぶ 」 科 目 を 配 当 し 、 特 に 「 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 学 」

及 び 「 死 生 学 」 を 必 修 科 目 と し て 、 医 療 人 と し て の 高 い 倫 理 観

を 養 っ て い る 。 ま た 、 「 看 護 学 ・ タ ー ミ ナ ル ケ ア 」 及 び 「 医 療

心 理 学 」 な ど も 選 択 科 目 と し て 配 当 し て お り 、 心 の 問 題 か ら み

た 薬 剤 師 の 職 能 も 学 ぶ 。 こ れ ら は 5 年 次 に 行 う 医 療 現 場 で の 実

習 に 関 連 づ け て い る 。  

「 ソ ー シ ャ ル ス タ デ ィ 科 目 」 は 、 さ ま ざ ま な 背 景 を 持 っ た 患

者 や 生 活 者 と 接 す る た め の 人 間 性 を 養 う 科 目 や 自 ら の 将 来 の 進

路 を 考 え る 科 目 を 配 置 し て い る 。 1 年 次 に 必 修 と し て 、 グ ル ー

プ ワ ー ク に よ る 自 己 理 解 、他 己 理 解 を 目 的 と し て「 自 己 の 探 求 」
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を 開 講 し て い る 。3 年 次 に 必 修 科 目 と し て「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 」、

6 年 次 に 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 企 業 ） 」 と 「 起 業 セ ミ ナ ー 」 を

選 択 科 目 と し て 配 当 し 、 職 業 観 を 養 い 、 医 療 産 業 、 薬 業 業 界 の

社 会 で の 位 置 付 け 、 環 境 、 業 界 特 有 な 知 識 な ど を 理 解 し 、 企 業

等 の 就 業 体 験 を 通 し て 、 自 か ら の 進 路 決 定 の 参 考 に す る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

教 養 教 育 は 、 文 字 ど お り 人 間 形 成 、 人 格 形 成 に 主 眼 が あ る の

は 言 う ま で も な い 。 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム は 、 薬 学 準 備 教 育 ガ イ

ド ラ イ ン を 参 考 に し な が ら 、 幅 広 い 教 養 教 育 プ ロ グ ラ ム が 提 供

さ れ て い る 。 学 生 や 社 会 の ニ ー ズ に 応 じ た 科 目 が 、 専 門 教 育 と

有 機 的 に 連 携 さ れ た 編 成 で あ り （ 図 1 - 1 - 1 ）、 観 点 の す べ て を 満

足 し て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

6 年 次 開 講 の 「 イ ン タ ー ン シ ッ プ （ 企 業 ） 」 を 、 学 生 の 進 路

を 検 討 し 始 め る 5 年 次 へ 移 行 す る こ と を 検 討 す る 。  
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開講 開講

学年 期間 必修 選択

　【セルフディベロップメント科目】

芸術のすすめa

①音の世界 1・2・3 2
②色彩と生活 1・2・3 2
芸術のすすめc

①近代の美術 1・2・3 2
②現代の美術 1・2・3 2
国際的視野を広げる 1・2・3 8
①人口問題

②国際関係

③異文化理解

④まとめ

現代メディア論 1・2・3 8
①出版論

②放送論

③新聞論

④まとめ

共生を考える 1・2・3 8
①人と自然の共生（環境生態論）

②地域と世界の共生（国際協力論）

③宗教・文化・思想の共生（共生の哲学）

④まとめ

現代政治のしくみ 1・2・3 8
①地方自治

②国際政治

③現代日本政治

④まとめ

現代社会と経済 1・2・3 8
①現代経済のしくみ

②国際経済

③現代日本経済

④まとめ

ジェンダー・労働・家族 1・2・3 8
①ジェンダー論

②ワーク・ライフ・バランス

③家族論

④まとめ

社会現象を数でとらえる

①数で見る経済生活 1・2・3 2
②数で見る社会生活 1・2・3 2
宗教と文化

①イスラム教の歴史と文化 1・2・3 2
②キリスト教の歴史と文化 1・2・3 2
日本文化論

①日本の中のアジア 1・2・3 2
②アジアの中の日本 1・2・3 2
現代文化と思想

①ヨーロッパ文化・思想論Ⅰ 1・2・3 2
②ヨーロッパ文化・思想論Ⅱ 1・2・3 2
現代生活と人権 1・2・3 8
①職場の人権

②生活と人権

③国際社会における人権

④まとめ

科　目　名
単位

履修条件／備考

                  表2-2-1-2          [他学部･他学科履修許可科目]
        文系セルフディベロップメント科目
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基 準 ２ － ２ － ２  

社 会 の グ ロ ー バ ル 化 に 対 応 す る た め の 国 際 的 感 覚 を 養 う こ

と を 目 的 と し た 語 学 教 育 が 体 系 的 か つ 効 果 的 に 行 わ れ て い る

こ と 。  
  

【 観 点  ２ - ２ - ２ - １ 】  英 語 教 育 に は ，「 読 む 」，「 書 く 」，「 聞 く 」，

「 話 す 」 の 全 て の 要 素 を 取 り 入 れ る よ

う 努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - ２ - ２ 】  医 療 現 場 ， 研 究 室 ， 学 術 集 会 な ど で 必

要 と さ れ る 英 語 力 を 身 に つ け る た め の

教 育 が 行 わ れ る よ う 努 め て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ２ - ２ - ３ 】  英 語 力 を 身 に つ け る た め の 教 育 が 全 学

年 に わ た っ て 行 わ れ て い る こ と が 望 ま

し い 。  

 

 
［ 現 状 ］  

「 薬 学 準 備 教 育 ガ イ ド ラ イ ン 」 及 び 「 薬 学 ア ド バ ン ス ト 教 育

ガ イ ド ラ イ ン 」 の 一 般 目 標 及 び 到 達 目 標 を 参 考 に 、 E n g l i s h  f o r  

S p e c i f i c  P u r p o s e s を 考 慮 し た 英 語 教 育 を 目 標 に 実 施 さ れ て い

る 。  

科 目 と 編 成 は （ 表 1 - 1 - 1 ）、 1 年 次 か ら 3 年 次 に 「 必 修 科 目 」

と し て 「 英 語 1 ～ 4 」（ 各 科 目 通 年 で 3 0 コ マ 、 合 計 1 2 0 コ マ ）

を 、 4 年 次 か ら 5 年 次 に 「 選 択 科 目 」 と し て 「 英 語 5 ～ 7 」（ 各

科 目 半 期 で 1 5 コ マ ） を 開 講 し て い る 。 授 業 時 間 は 9 0 分 と し 、

授 業 時 間 と コ マ 数 の 減 少 傾 向 に あ る 最 近 の 薬 科 大 学 に 比 較 し て 、

本 学 で は 十 分 な 授 業 時 間 と 授 業 コ マ 数 を 確 保 し て い る 。  

英 語 教 育 の 全 体 の 編 成 は 、 1 年 次 か ら 段 階 を 進 む に つ れ て 、

受 験 英 語 か ら 実 用 的 ・ 専 門 領 域 へ の 英 語 に 移 行 さ せ て い き 、 更

に 専 門 教 育 と の 連 携 を 計 る よ う に 配 慮 し て い る 。 具 体 的 に は 、

1 年 次 に は 受 験 英 語 か ら 解 き ほ ぐ し つ つ 、 教 育 効 果 を 期 待 す る

た め に 、「 英 語 1 、 2 」 を 同 時 並 行 で 通 年 開 講 し て い る 。 薬 学 の

専 門 教 育 が 開 始 す る 2 ～ 3 年 次 に は 、 専 門 教 育 の 知 識 取 得 や 授

業 進 行 に あ わ せ て 、 薬 学 系 の 「 英 語 3 」 を 2 年 、「 英 語 4 」 を 3

年 に 通 年 で 開 講 し て い る 。 こ れ ら 「 必 修 科 目 」 の 「 英 語 1 ～ 4 」

は 、 通 年 開 講 で あ る の で 、 前 期 に 中 間 試 験 、 後 期 に 期 末 試 験 を

実 施 す る こ と で 、 科 目 へ の 緊 張 感 の 維 持 と と も に 、 前 期 に 成 績

不 良 の 学 生 も 後 期 で 心 機 一 転 挽 回 で き る 体 制 を 敷 い て い る 。 更

に 、 高 学 年 で あ る 4 年 次 か ら 5 年 次 は 学 生 の 進 路 や ニ ー ズ 、 興

味 に 応 じ た 内 容 の 英 語 科 目 を 用 意 し て い る 。 週 1 時 間 、 各 半 期

1 5 コ マ の 授 業 数 で あ る が 、本 学 で は 上 位 学 年 は 下 位 学 年 の 選 択
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科 目 の 履 修 を 認 め て い る た め 、 5 年 次 の 実 務 実 習 期 間 中 で 、 英

語 が 履 修 で き な い 学 生 で も 、 6 年 次 に 履 修 は 可 能 で あ る 。 こ の

よ う に 、 英 語 力 を 身 に つ け る た め の 教 育 が 、 全 学 年 に わ た っ て

行 わ れ て い る 。  

基 本 的 に は 科 目 に よ っ て 「 読 む 」「 書 く 」「 聞 く 」「 話 す 」 の 学

習 の 焦 点 を 変 え て い る 。 英 語 授 業 は 教 育 効 果 を 高 め る た め に 、

授 業 運 用 は 総 て 1 ク ラ ス 4 0 名 以 下 と し て い る 。「 読 む 、 書 く 」

能 力 を 養 う 「 必 修 科 目 」 の 「 英 語 1 、 4 」 で は 、 日 本 人 教 師 4 人

に よ る オ ム ニ バ ス 、ク ラ ス は 学 籍 番 号 に よ る 運 用 で あ る 。一 方 、

「 読 む 、 聞 く 、 話 す 」 能 力 を 養 う 「 英 語 2 、 3 」 で は 、 外 国 人 教

師 に よ る 担 任 制 の 習 熟 度 別 ク ラ ス で 運 用 さ れ る 。「 聞 く 」、「話 す 」

で は 、 教 育 効 果 を 高 め る た め に 習 熟 度 別 ク ラ ス 編 成 を 実 施 し て

い る が 、 事 前 に プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 行 い 、 教 育 的 効 果 を 見

出 し て い る 。 選 択 科 目 は 「 英 語 5 ～ 7 」 で あ る が 、「 読 む 」 こ と

を 中 心 に 適 時 「 書 く 」 能 力 も 養 う 。 ク ラ ス は 担 任 制 で あ る 。 こ

れ ら 、 授 業 運 用 に よ り 「 読 む 」「 書 く 」「 聞 く 」「 話 す 」 の す べ て

を 取 り 入 れ て い る 。  

授 業 内 容 は 、 E n g l i s h  f o r  S p e c i f i c  P u r p o s e s の 考 え の 下 、 一

般 的 ト ピ ッ ク を 中 心 と す る 「 英 語 2 」 以 外 は 医 療 、 医 学 、 薬 学

の 専 門 英 語 を 学 習 す る 。 外 国 人 教 師 が 担 当 す る 「 英 語 2 、 3 」 は

「 読 む 、聞 く 、話 す 」生 き た 英 語 能 力 を 養 う こ と が 中 心 に な り 、

リ ス ニ ン グ 力 、 語 彙 力 、 文 法 力 、 読 解 力 の 向 上 を 図 っ て い る 。

「 英 語 2 」で は 、国 際 的 視 野 か ら み た 一 般 ト ピ ッ ク を 取 り 上 げ 、

「 英 語 3 」 で は 、 医 療 の 現 場 、 医 学 、 薬 学 の 話 題 を 素 材 に し た

英 語 力 を 養 う 。 ど ち ら も 、 個 人 で T O E I C テ ス ト を 目 指 す 学 生

に そ の 対 策 も カ バ ー す る テ キ ス ト を 使 用 し 、 全 ク ラ ス 統 一 テ キ

ス ト で あ る 。  

一 方 、 日 本 人 教 師 に よ る 「 英 語 1 」 は 比 較 的 学 習 し や す い 医

療 系 英 語 を 題 材 と し 、医 療 系 の 語 彙 や リ ー デ ィ ン グ を 学 習 す る 。

「 英 語 4 」 で は 、 専 門 教 育 の 有 機 化 学 、 生 物 系 、 臨 床 薬 学 の 学

習 の 進 行 に 対 応 さ せ 、 多 岐 に わ た る 薬 学 領 域 か ら 、 化 学 、 分 析

化 学 、 環 境 化 学 、 生 化 学 、 薬 理 学 、 微 生 物 学 、 薬 局 学 な ど を 例

に テ キ ス ト 文 献 や 論 文 を 読 む 。 こ れ ら に よ り 、 高 学 年 で の 、 研

究 室 等 で の 専 門 薬 学 英 語 や 学 術 集 会 で 使 用 さ れ る 英 語 を 学 ぶ た

め の 基 礎 能 力 を 養 う 。 選 択 英 語 の 「 英 語 5 」 は 化 学 系 英 語 、「 英

語 6 」 は 生 物 系 英 語 、「 英 語 7 」 は 医 療 系 英 語 に 特 化 し た 領 域 専

門 英 語 の 論 文 読 解 、 作 文 な ど を 学 習 す る 。  
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教 員 は 英 語 を ツ ー ル と し て 薬 学 を 学 ぶ 視 点 か ら 構 成 し て い る 。

日 本 人 教 員 は 、 ① 製 薬 、 薬 事 、 臨 床 関 連 の 英 語 翻 訳 の 実 務 家 、

② 薬 学 、 理 学 系 の 大 学 院 に て 専 門 領 域 を 履 修 し た 者 、 ③ 製 薬 企

業 で 薬 学 ・ 医 療 領 域 の 研 究 開 発 、 学 術 に 従 事 し た 者 、 ④ 薬 剤 師

な ど で あ る 。  

外 国 人 教 員 は 、 我 が 国 の 製 薬 、 医 療 関 連 企 業 で 実 務 英 語 教 育

の 実 績 や 、 T O E I C 、 T O E F L 講 師 の 経 験 、 可 能 な 限 り T E S O L あ

る い は C T E F L A 資 格 者 で 構 成 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

観 点 す べ て を 達 成 し て い る と 評 価 さ れ る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

今 後 、 オ ー ル ラ ウ ン ド の 英 語 運 用 力 の 向 上 の た め に 、 T O E I C

用 の 英 語 講 座 を 1 ～ 6 年 に わ た り 選 択 授 業 で 実 施 す る こ と と 及

び 作 文 に 重 点 を 置 い た 科 目 の 設 置 を 検 討 し た い 。  
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( ２ - ３ )  医 療 安 全 教 育  

基 準 ２ － ３ － １  

 

 薬 害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故 防 止 に 関 す る 教 育 が 医 薬 品 の 安 全

使 用 の 観 点 か ら 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ３ - １ - １ 】  薬 害 ， 医 療 過 誤 ， 医 療 事 故 の 概 要 ， 背

景 及 び そ の 後 の 対 応 に 関 す る 教 育 が 行

わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ３ - １ - ２ 】  教 育 の 方 法 と し て ， 被 害 者 や そ の 家 族 ，

弁 護 士 ， 医 療 に お け る 安 全 管 理 者 を 講

師 と す る な ど ， 学 生 が 肌 で 感 じ る 機 会

提 供 に 努 め る と と も に ， 学 生 の 科 学 的

か つ 客 観 的 な 視 点 を 養 う た め の 教 育 に

努 め て い る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

薬 害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故 防 止 に つ い て は 、「 薬 物 療 法 学 」「 薬

理 学 3（ 副 作 用 学 ）」「 薬 事 行 政 （ 制 度 ）・ 関 係 法 規 」 等 の 複 数 の

医 療 系 薬 学 科 目 の 授 業 に お い て 、 医 薬 品 を 安 全 使 用 す る た め に

多 角 的 な 観 点 か ら 教 育 し て い る 。  

3 年 次 に 開 講 さ れ る「 薬 物 療 法 学 」の 講 義 に お い て は 、薬 害 、

医 療 過 誤 、 医 療 事 故 の 概 要 を 解 説 し 、 特 に 薬 物 ア レ ル ギ ー に つ

い て は そ の 実 症 例 に も 触 れ 、 科 学 的 に メ カ ニ ズ ム を 解 説 し て い

る 。  

同 じ く 3 年 次 に 開 講 さ れ る 「 薬 理 学 3（ 副 作 用 学 ）」 に お い て

は 、 医 薬 品 の 副 作 用 に つ い て 、 そ の 歴 史 、 科 学 的 メ カ ニ ズ ム 、

防 止 法 の 解 説 を 行 っ て い る 。 危 険 を 回 避 し つ つ 、 疾 病 治 療 の た

め に 医 薬 品 の 効 果 を 最 大 限 に 発 揮 さ せ る こ と の 重 要 性 を 学 生 に

十 分 に 理 解 さ せ る よ う に 努 め 講 義 し て い る 。  

ま た 、「 薬 理 学 3 （ 副 作 用 学 ）」 の 講 義 の 1 コ マ 分 を 費 や し 、

「 全 国 薬 害 被 害 者 連 絡 協 議 会 」 よ り 講 師 を 招 き 、 特 別 講 演 を お

願 い し 、 学 生 が 薬 害 被 害 者 の 声 を 直 接 聞 く 機 会 を 設 け 、 学 生 が

肌 で 薬 害 を 感 じ る 機 会 の 提 供 に 努 め て い る 。 薬 害 被 害 者 に よ る

特 別 講 演 の 受 講 は 、「 薬 理 学 3 （ 副 作 用 学 ）」 の 単 位 取 得 の た め

の 必 須 条 件 と し て い る 。  

更 に 4 年 次 に 開 講 さ れ る 「 薬 事 行 政 （ 制 度 ）・ 関 係 法 規 」 に

お い て は 、 独 立 行 政 法 人 医 薬 品 医 療 機 器 総 合 機 構 法 に 基 づ い て

医 薬 品 の 副 作 用 、 生 物 由 来 製 品 を 介 し た 感 染 等 に よ る 健 康 被 害

に 対 す る 救 済 制 度 に つ い て 解 説 し て い る 。 そ れ ら の 制 度 の 制 定
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の 起 点 と な っ た 薬 害 と し て 、 サ リ ド マ イ ド 事 件 、 整 腸 剤 キ ノ ホ

ル ム に よ る ス モ ン （ S M O N 、 亜 急 性 脊 髄 視 神 経 症 ） 事 件 、 血 液

製 剤 に よ る H I V 感 染 事 件 等 に 関 し て 、 そ の 概 要 、 背 景 及 び そ の

後 の 対 応 に つ い て 講 義 し て い る 。 ま た 、 医 薬 品 や 生 物 由 来 製 品

に よ る 健 康 被 害 に 関 し て 、 そ れ ら の 予 防 や 健 康 被 害 が 発 生 し た

場 合 に 救 済 が 受 け ら れ る こ と に つ い て 、 患 者 に 情 報 提 供 で き る

よ う に 医 薬 品 副 作 用 被 害 救 済 制 度 と 生 物 由 来 製 品 感 染 等 被 害 救

済 制 度 の 仕 組 み に 関 し て も 教 育 し て い る 。  

医 薬 品 に よ る 特 に 重 篤 な 副 作 用 に つ い て は 、「重 篤 副 作 用 疾 患

別 対 応 マ ニ ュ ア ル （ 医 療 関 係 者 向 け ）」 の 利 用 に よ り 、 重 篤 な 副

作 用 の 概 要 等 が 把 握 で き る よ う に 指 導 し て い る 。 更 に 医 薬 品 の

相 互 作 用 等 に よ る 副 作 用 症 例 の 解 析 ・ 検 討 を 行 い 、 医 療 現 場 で

対 応 で き る よ う な 演 習 を 行 っ て い る 。  

医 療 事 故 に つ い て は 、「 医 薬 品 情 報 学 」 に お い て 「 ヒ ヤ リ ・ ハ

ッ ト 事 例 」 を も と に そ の 概 要 、 背 景 及 び そ の 後 の 対 応 に 関 す る

教 育 を 行 っ て い る 。  

実 務 に お け る 医 療 過 誤 防 止 、 医 療 事 故 防 止 に つ い て は 、 3 年

次 に 開 講 さ れ る 「 臨 床 薬 剤 学 」 に お い て 、 各 場 面 に 即 し た 対 応

に つ い て 講 義 し て い る 。 ま た 、 4 年 次 の 「 臨 床 調 剤 学 」 に お い

て は 、医 療 過 誤 や 医 療 事 故 が 起 き た と き の 対 応 策 、原 因 の 解 析 、

防 止 策 の 提 案 に つ い て P B L 形 式 の 授 業 を 実 施 し 、科 学 的 か つ 客

観 的 視 点 を 養 う 教 育 を 行 っ て い る 。  

以 上 の よ う に 医 薬 品 を 安 全 に 使 用 す る た め に 必 要 と な る 薬

害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故 防 止 に 関 す る 知 識 を 十 分 に 習 得 さ せ る

た め 、 複 数 の 医 療 系 薬 学 科 目 に お い て 多 角 的 な 観 点 か ら 教 育 を

行 っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ．「 薬 物 療 法 学 」 の 講 義 は 3 年 次 に 行 わ れ て お り 、 症 例 へ の 学

生 の 理 解 は 十 分 で あ る と は 言 え な い が 、 早 期 に 症 例 に 触 れ る こ

と に よ り 、 上 級 学 年 で の 教 育 に つ な が る も の と 評 価 で き る 。  

 
2 ． 「 全 国 薬 害 被 害 者 連 絡 協 議 会 」 よ り 講 師 を 招 き 、 薬 害 被 害 者

の 声 を 直 接 、聞 く 機 会 を 与 え た こ と に よ り 、学 生 は 薬 害 や 医 療 過

誤 、医 療 事 故 の 悲 惨 さ を し っ か り と 認 識 し 、講 義 後 の 感 想 に お い

て も「 こ の よ う な 悲 劇 を 起 こ さ な い よ う に 、し っ か り 勉 強 し て お

か な く て は な ら な い と 感 じ た 」 等 の 内 容 が 際 立 っ て い た 。 ま た 、
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当 該 科 目 以 外 の 科 目 の 勉 強 に も ま じ め に 取 り 組 む よ う に な る と

い う 学 習 効 果 も 観 察 さ れ て い る 。  

 
3 ． 医 薬 品 の 安 全 使 用 の 観 点 か ら の 薬 害 ・ 医 療 過 誤 ・ 医 療 事 故

防 止 に 関 す る 教 育 は 、 全 般 的 に し っ か り と 行 わ れ て い る と 判 断

で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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( ２ - ４ )  生 涯 学 習 の 意 欲 醸 成  

基 準 ２ － ４ － １  

 医 療 人 と し て の 社 会 的 責 任 を 果 た す 上 で の 生 涯 学 習 の 重

要 性 を 認 識 さ せ る 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ２ - ４ - １ - １ 】  医 療 現 場 で 活 躍 す る 薬 剤 師 な ど に よ り

医 療 の 進 歩 や 卒 後 研 修 の 体 験 談 な ど に

関 す る 教 育 が 行 わ れ て い る こ と  。  

 

［ 現 状 ］  

3 年 次 後 期 の 「 臨 床 薬 剤 学 2 」 に お い て 、 2 名 の 病 院 薬 剤 師 に

よ る 講 義 が 行 わ れ て お り 、 病 院 で の 医 薬 品 情 報 の 活 用 や 抗 悪 性

腫 瘍 薬 の 調 製 な ど を 話 題 と し て 、 最 新 医 療 情 報 の 入 手 や 医 療 技

術 の 進 歩 に つ い て 学 習 す る こ と の 重 要 性 が 教 育 さ れ て い る 。 ま

た 、 4 年 次 前 期 の 「 薬 物 治 療 学 3 」 で は E B M に つ い て 講 義 を 行

い 、 薬 剤 師 と し て 常 に 最 新 の 医 療 技 術 や 薬 物 治 療 に つ い て の 知

識 を 入 手 し 、 患 者 や 医 療 従 事 者 に 伝 達 す る 必 要 が あ る こ と を 教

育 し て い る 。 4 年 次 に 実 施 さ れ る 「 臨 床 調 剤 学 1 」 で は 、 P B L

形 式 の 授 業 を 行 い 、「 医 療 チ ー ム の 構 成 、 各 構 成 員 の 役 割 、 連 携

と 責 任 体 制 を 学 び 、 チ ー ム 医 療 で 薬 剤 師 に 求 め ら れ る 知 識 ・ 技

能 ・ 態 度 を 理 解 す る 」 と い う 目 標 に 到 達 す る 過 程 の 中 で 、 薬 剤

師 と し て の 専 門 性 を 高 め る た め に 常 に 学 習 が 必 要 で あ る こ と を

学 生 に 認 識 さ せ て い る 。 さ ら に 、「 臨 床 薬 学 演 習 1 、 2 」 及 び 「 事

前 実 習 」 に お い て も 、 薬 剤 師 と し て 社 会 的 責 任 を 果 た す た め に

は 生 涯 に わ た り 勉 強 し 続 け る 必 要 が あ る こ と を 、 実 務 家 教 員 が

中 心 と な っ て 勉 強 会 や 学 会 へ の 参 加 な ど 自 身 の 体 験 談 を 交 え な

が ら 教 育 し て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 現 場 の 薬 剤 師 の 講 義 を と お し て 、 最 新 医 療 情 報 の 入 手 や 医

療 技 術 の 進 歩 に つ い て 学 習 す る こ と の 重 要 性 が 教 育 さ れ て い る 。 

 
2 ． 実 務 家 教 員 が 中 心 と な り 自 身 の 体 験 談 を 交 え な が ら 、 薬 剤

師 と し て 社 会 的 責 任 を 果 た す た め に は 生 涯 学 習 が 重 要 で あ る こ

と を 教 育 し て い る 。  
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［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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 ( ２ - ５ )  自 己 表 現 能 力  

基 準 ２ － ５ － １  

 自 分 の 考 え や 意 見 を 適 切 に 表 現 す る た め の 基 本 的 知 識 ， 技

能 及 び 態 度 を 修 得 す る た め の 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 
 【 観 点  ２ - ５ - １ - １ 】  聞 き 手 及 び 自 分 が 必 要 と す る 情 報 を 把

握 し ， 状 況 を 的 確 に 判 断 で き る 能 力 を

醸 成 す る 教 育 が 行 わ れ て い る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ５ - １ - ２ 】  個 人 及 び 集 団 の 意 見 を 整 理 し て 発 表 で

き る 能 力 を 醸 成 す る 教 育 が 行 わ れ て い

る こ と 。  

 【 観 点  ２ - ５ - １ - ３ 】  全 学 年 を 通 し て 行 わ れ て い る こ と が 望

ま し い 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 で は 、 ま ず 1 年 次 の 集 中 授 業 「 自 己 の 探 求 」 に お い て 、

チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ の 体 験 、 チ ー ム を つ く る 相 互 フ ィ ー ド バ ッ

ク の 体 験 、他 者 の 自 己 理 解 に 協 力 す る 体 験 を 通 じ て 、自 己 理 解 、

他 者 理 解 、 目 標 の 統 合 と い う チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ の プ ロ セ ス を

学 ぶ 。 こ れ は 他 者 と 自 己 が 必 要 と す る 情 報 を 把 握 し て 状 況 を 的

確 に 判 断 す る た め の 基 本 的 知 識 、 技 能 、 態 度 を 習 得 す る こ と を

目 的 に し て い る 。 3 年 次 前 期 の 集 中 授 業 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ス キ ル ベ ー シ ッ ク 」 は 、 良 識 あ る 社 会 人 と し て の 心 の あ り 方 や

行 動 の 基 本 を 学 び 対 人 対 応 力 の 素 地 を 育 む こ と を 目 指 し て い る 。

ま た 、 3 年 次 後 期 の 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 」 は 、 医 療 人

に 求 め ら れ る マ ナ ー と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 習 得 を 目 指 し 、

ケ ー ス ス タ デ ィ や ロ ー ル プ レ イ ン グ を 通 し て「 洞 察 力 ・ 傾 聴 力 ・

共 感 的 理 解 力 ・ 判 断 力 ・ 状 況 対 応 力 ・ 説 明 力 ・ 説 得 力 」 を 強 化

す る 教 育 を 実 施 し て い る 。 更 に 、 2 年 次 後 半 よ り 4 年 次 ま で に

実 施 さ れ て い る 基 礎 系 の 実 習 で は 、 少 人 数 グ ル ー プ に 分 か れ て

実 験 を 行 う が 、 実 験 結 果 を 解 析 し 解 釈 し た り 、 解 析 結 果 を 発 表

し た り す る 過 程 の 中 で 、 個 人 及 び グ ル ー プ 内 の 意 見 を 整 理 す る

能 力 が 身 に 付 け ら れ る よ う 教 育 し て い る 。  

一 方 、 4 年 次 の 実 務 実 習 事 前 学 習 に お い て も 少 人 数 グ ル ー プ

に 分 か れ て 問 題 立 脚 型 学 習 （ P B L ） 及 び 少 人 数 グ ル ー プ 討 論

（ S G D ） を 5 0 回 程 度 実 施 し て お り 、 自 分 の 考 え を 整 理 し 発 言

す る こ と 、 他 者 の 意 見 と 自 分 の 意 見 を 討 論 の 過 程 で 統 合 す る こ

と 、 グ ル ー プ 内 の 意 見 を 整 理 し 発 表 資 料 と し て ま と め る こ と 等
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を 体 験 さ せ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 で は 、 1 年 次 の 「 自 己 の 探 求 」 や 3 年 次 の 「 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ス キ ル 」 等 の 授 業 を 実 施 し 、 他 者 と 自 己 が 必 要 と す る

情 報 を 把 握 し て 状 況 を 的 確 に 判 断 す る た め の 基 本 的 知 識 、技 能 、

態 度 を 習 得 さ せ て い る 。  

 
2 ． 2 年 次 後 半 よ り 4 年 次 ま で に 実 施 さ れ て い る 基 礎 系 の 実 習 及

び 実 務 実 習 事 前 学 習 に お い て 、 グ ル ー プ の 意 見 を 整 理 し て 発 表

す る 能 力 を 醸 成 す る 教 育 が 十 分 に 行 わ れ て い る 。  

 
3 ． 全 学 年 を 通 し て 、 自 分 の 考 え や 意 見 を 適 切 に 表 現 す る た め

の 教 育 が 十 分 に 実 施 さ れ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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